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1）事　業　概　要

1.事業所名及び代表者氏名
中京耐酸工業株式会社
代表取締役　眞田 祐輔

2.所在地
　・本社（事務所及び工場）
　　〒459-8001　愛知県名古屋市緑区大高町字巳新田92-1
　・第2工場
　　〒455-0027　愛知県名古屋市港区船見町27-10

3.環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　環境管理責任者　：　　眞田 知弥
　　連絡先        ：TEL 052-624-1818

　FAX 052-622-8722
　E-mail：taisan23@hyper.ocn.ne.jp

　ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局：　　宮田 竜也
　　連絡先 ：TEL 052-624-1818

　FAX 052-622-8722
  E-mail：ta-miyata@chukyotaisan.co.jp

4.事業活動内容
メッキ機械設備製作（装置内ダクト・配管工事含む）、塩ビ加工、ステンレス加工、製缶、
耐酸耐食設備の点検保守メンテナンス及び修理

5.事業規模 （2023年09月21日時点）

2023年 2022年 2021年

61期 60期 59期

1.対象組織： 中京耐酸工業㈱
   （全組織） 本社（事務所及び工場）、第2工場

2.対象活動： メッキ機械設備製作（装置内ダクト・配管工事含む）、
   （全活動） 塩ビ加工、ステンレス加工、製缶、耐酸耐食設備の点検保守

メンテナンス及び修理

2）対　象　範　囲

従業員

床面積
（第2工場含む）

8

1,150

人

㎡

9

1,150

活動規模

売上高

単位

百万円 105137 96

9

1,150
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3）ｴｺｱｸｼｮﾝ推進体制

職名 氏名 役割・責任・権限

代表取締役 眞田 祐輔 環境方針の策定、全社員への周知

環境活動計画の承認

代表者による環境活動の評価

環境管理責任者の任命

環境活動に必要な資源の用意

環境管理責任者 眞田 知弥 環境活動の構築・実施・維持管理

環境目標・環境活動計画の立案・実施

環境法規・条例の管理と把握

環境活動実績集計及び結果を代表者へ報告

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局 宮田 竜也 外部窓口

環境活動計画の進捗状況把握

環境教育・防災訓練計画の立案と実施

環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの作成

各部門責任者 眞田 恭輔 環境活動計画の実施及び状況の報告

眞田 卓弥 環境法規の順守と状況把握

環境教育・防災訓練の実施

環境活動の測定・記録の管理

全社員 環境経営ｼｽﾃﾑを理解し環境活動取組の重要性を

自覚し、自主的・積極的に環境活動を行う。

統括責任者
眞田祐輔

環境管理責任者
眞田知弥

ｴｺｱｸｼｮﾝ21事務局
宮田竜也

SS工場責任者
眞田卓弥

PVC工場責任者
眞田恭輔

河村秋喜

節電・節水
担当

眞田 卓弥

ﾘｻｲｸﾙ分別
担当

眞田 祐翔

ｽｸﾗｯﾌﾟ分別
担当

町田隆

節電・節水
担当

眞田実千生

ﾘｻｲｸﾙ分別
担当

河村 秋喜

産廃分別
担当

眞田 恭輔

産廃分別
担当
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4）環　境　方　針

中京耐酸工業株式会社は事業活動を行うにあたり、地球環境保全の重要性を認識し
環境負荷低減を継続的に図りながら、環境改善を積極的に推進するよう以下の事に努めます。

①顧客が安心して使用し、且つ満足できる環境にやさしい品質の商品を提供する。

②商品の設計から廃棄に至るまでの全段階にわたり、環境負荷低減に努める。

③CO₂の削減、ｴﾈﾙｷﾞｰの削減・廃棄物の削減・節水・省資源･ﾘｻｲｸﾙ及び化学物質の
　適正な使用に努め、地球環境保全を図る。

④環境関連法規制を順守します。

⑤環境方針は全従業員に周知します。

2008年4月11日制定
2010年1月15日改正
2011年12月6日改正
2012年11月27日改正
2022年02月08日改正
中京耐酸工業株式会社
代表取締役　眞田 祐輔
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5）環　境　目　標

直近3期平均の3％削減目標

基準年 61期 62期 63期 64期

直近3期平均 2022/10～ 2023/10～ 2024/10～ 2025/10～
CO2(kg-CO2) 27,999 27,159 26,344 25,554 24,787
電気(kwh) 43,645 42,336 41,066 39,834 38,639
ｶﾞｿﾘﾝ(ℓ) 1,888 1,831 1,776 1,723 1,671
軽油(ℓ) 1,452 1,408 1,366 1,325 1,285
灯油(ℓ) 583 566 549 532 516

産業廃棄物排出量(ｔ) 3.2 3.1 3.01 2.92 2.8
水(㎥) 135 131 127 123 120

SDSに基き有害化学物質（塗料・希硝酸等に含まれる化学物
質）の適正な管理を行う。

製品・ｻｰﾋﾞｽ
部品点数及び加工工程を減らした環境に配慮した装置設計を
行う。　高効率や省ｴﾈに配慮した、部品を購入する。
納入した既存設備への環境負荷低減の為の改善提案を行う。

化学物質
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6）環境活動計画
CO2・ｴﾈﾙｷﾞｰ排出量削減 活動対称 責任者

水使用量の削減・ﾘｻｲｸﾙ

産業廃棄物排出量削減

省資源・ﾘｻｲｸﾙ

化学物質の適正な管理

製品・ｻｰﾋﾞｽ

給水配管漏水の定期検査　（2ヶ月毎に行う） 全員

眞田(実)

河村

眞田(卓)

保管量、使用方法、保管場所等を経時的に把握し管理する。 河村全員

生産工程から発生する金属屑を分別・数量を把握する。 全員

全員

廃棄物見直しによるﾘｻｲｸﾙ分別

加工工程の削減及び材料の歩留り向上。環境負荷低減の為の改善提案。 全員 宮田

全員

全員 眞田(恭)

ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用化 事務方

使用していない電子機器・照明・ｸｰﾗｰ等の節電(ｺﾋﾟｰ・食堂・工場事務所)

社用車に因るｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ削減

近距離での社用車使用の削減(社内自転車の使用 〒・銀行・ﾒｰｶｰ)

エアコン使用期間と温度の管理　（夏場：7月～9月、冬場12月～2月）

全員

全員

冬季の灯油使用量及び使用期間の管理　（12月～3月）

全員

宮田

エコドライブ運転の徹底 管理・教育の徹底

宮田

眞田(知)

眞田(知)

町田全員

全員

全員 眞田(恭)

眞田(恭)

仕入ﾒｰｶｰに過剰梱包の削減を要請する

資源ｺﾞﾐ・ﾘｻｲｸﾙｺﾞﾐの分別化(古紙・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・新聞・ｶﾀﾛｸﾞ・OA用紙・発泡ｽﾁﾛｰﾙ)

眞田(知)事務方

眞田(実)

社内から出る材料廃棄物の分別(PVC・PP)

全員

事業外廃棄物の持込禁止(家庭内廃棄物)

作業服洗濯時・量に応じての水量調整

宮田
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7）環境目標と実績の比較表

(基準値：直近3期平均値 年間3％削減目標
※環境負荷値とは対象項目数値を売上（百万円）から算出した数値を表す。
※二酸化炭素排出量には、調整後排出係数 0.459(kg-CO2/kWh)にて算出。
                                     【中部電力R4年度実績(R5.12.22)調整後排出係数(残渣)】

基準値 61期 61期 62期 63期 目標対比 基準対比
平均 目標 実績 目標 目標 （％） （％）

売上
（百万円）
CO2

(　kg-CO2　)

CO2環境負荷値
（kg-CO2/売上（百万円)

電気
(　kwh　)
環境負荷値

（kwh/売上（百万円)

ガソリン
(　ℓ　)

売上高あたりの環境負荷値

（ℓ/売上（百万円)

軽油
(　ℓ　)

売上高あたりの環境負荷値
（ℓ/売上（百万円)

灯油
(　ℓ　)

売上高あたりの環境負荷値

（ℓ/売上（百万円)
産業廃棄物排出量

(　ｔ　)

売上高あたりの環境負荷値

（ｔ/売上（百万円)
水
(　㎥　)

売上高あたりの環境負荷値

（㎥/売上（百万円)

※直近3期平均値と目標対比に対しての考察
LED化やこまめな節電活動により電気使用量削減は継続でき良かったと思われます。
ガソリン・軽油については、例年以上に遠方での社外作業が増えた為だと思われますが
、低燃費運転の意識は高かったと思います。
産廃排出量については、ここ数年は有価の屑鉄類のみとなり、リサイクル資材の分別が
徹底されてるので問題無いと思われます。
今後も継続的な削減活動を社員一丸となって取り組んでいきたいと思います。

290.97

138.65

26,344

42,336

186.66

-30.1 -32.2%27,999 27,159 18,995

150 137

3.4%

74.3%

103.8%

-5.2%43,645 41,385

1,776

566

12.59

583

3.89

171.93.0

1,366

549

113.3%

23.5 19.8%1,325

-32.8 -34.8%

71.4%

6.61,723

127145

41,066

1,7391,452

8.44

380

1,888 1,953

1,408

14.26

1,831

9.68

3.2

7.4%131

2.77

10.7

12.69

532

302.08

39,834

25,554

-2.2

0.90

135

0.021 0.062

2.9

123

288.8%

3.1

1.06

163.8%

0%

31.1%

提案の実施 1 提案の実施提案の実施
環境負荷低減の為の
改善提案件数
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1）　取組結果の評価
CO2・ｴﾈﾙｷﾞｰ排出量削減 評価 今後の取組

水使用量の削減・ﾘｻｲｸﾙ

産業廃棄物排出量削減

省資源・ﾘｻｲｸﾙ

化学物質の適正な管理

製品・ｻｰﾋﾞｽ

△

加工工程の削減及び材料の歩留り向上。環境負荷低減の為の改善提案。 ◎ 継続

継続

2023年10月20日

◎

生産工程から発生する金属屑を分別・数量を把握する。

廃棄物見直しによるﾘｻｲｸﾙ分別(ﾍﾟｯﾄボトルは廃棄物に入れない) ◎ 継続

事業外廃棄物の持込禁止(家庭内廃棄物)

給水配管漏水の定期検査　（2ヶ月毎に1度行う）

ｴｱｺﾝ使用期間と温度の管理　（夏場：7月～9月、冬場12月～2月） ◎ 継続

冬季の灯油使用量及び使用期間の管理　（12月～3月） ○ 継続

近距離での社用車使用の削減(社内自転車の使用 〒・銀行・ﾒｰｶｰ) ◎ 継続

　次年度の取組内容

使用していない電子機器・照明・ｸｰﾗｰ等の節電(ｺﾋﾟｰ・食堂・工場事務所)

社用車に因るｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ削減

◎

◎ 継続

8）環境活動の取組結果の評価と

環境管理責任者：　眞田　知弥

保管量、使用方法、保管場所等を経時的に把握し管理する。 ○ 継続

ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用化

◎ 継続

社内から出る材料廃棄物の分別(PVC・PP) ◎ 継続

継続

継続

仕入ﾒｰｶｰに過剰梱包の削減を要請する ◎ 継続

◎ 継続

◎

作業服洗濯時・量に応じての水量調整

エコドライブ運転の徹底 ◎ 継続

継続

資源ｺﾞﾐ・ﾘｻｲｸﾙｺﾞﾐの分別化(古紙・ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ・新聞・ｶﾀﾛｸﾞ・OA用紙・発泡ｽﾁﾛｰﾙ) ◎ 継続
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9）環境関連法規

(1) 適用となる主な環境法規

該当事項 遵守事項 適用対象 届出 業者契約 遵守

産業廃棄物 委託業者との契約 廃ﾌﾟﾗ・金属等 ○ ○
廃棄物焼却等制限 (ﾏﾆﾌｪｽﾄ)
ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付・管理

保管場所の表示

市への報告（6月末までに）

危険物規制に 塗料保管場所 第4類第1石油類 ○

関する政令 の管理 消火設備点検 ○ ○

高圧ｶﾞｽ取扱に容器の管理・点検 酸素 ○

関する政令 取扱者の教育 ｱｾﾁﾚﾝ ○

騒音・振動に 特定施設の届出 ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ(15kW) ○ ○

関する政令 規制基準の遵守 ｼｬｰﾘﾝｸﾞ(7.5kW) ○ ○

化学物質に 特定化学物質の ｴﾎﾟｷｼ系塗料 ○

関する法規 管理・保管 ﾗｯｶｰ系塗料 ○

廃棄物の適正 定期的な処分場現場確認 ○

処理

ﾌﾛﾝの排出 四半期毎の簡易点検 第一種特定製品 ○

抑制 廃棄時の適正管理

下水の排除 下水排除基準への適合 下水 〇

特定施設の届出 SUS焼け取り槽

排出基準及び排出方法 中和洗浄槽

(2) 違法、訴訟の有無
環境関連法規への違反は1件もありませんでした。

また訴訟や関係当局より違反等の指摘、並びに近隣地域からの指摘・苦情等は

過去３年間ありませんでした。

水質汚濁防止法
公共用水域及び
地下水への水質
汚濁防止

○ ○

2023年10月1日

名古屋市廃棄物の
減量及び適正処理
に関する条例

法規制の名称

廃棄物処理法

消防法

高圧ｶﾞｽ保安法

騒音・振動規制
法　　　環境保全

条例

下水道法

PRTR法(SDS）

フロン排出抑制法
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10）代表者による総評と見直しの結果

1）総評

コロナ禍から明けても売上は微増だった為、引き続き厳しい一年ではありましたが、

個々の努力により、継続した省エネ活動はできたと思います。
厳しい経営環境下でも、柔軟に対応した環境活動を念頭におき、環境に優しい事業活動を
行い、社会貢献を進めていきたいと考えます。
今後も社員全員で削減活動に努め、持続可能な環境活動に貢献したいと思います。

「継続は力なり！」
来期も継続して社員一人一人の目的・目標意識を高く持ち、限りある資源を効率良く、
地球環境保護に繋がる事業活動に努めていきたいと思います。

2）環境活動への見直し

①　環境方針の変更・・・無

②　環境目標の変更・・・無

③　活動計画の変更・・・無

④  実施体制の変更・・・無

⑤　環境システムの変更・・・無

代表取締役　眞田　祐輔

2023年12月1日
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【EA21環境経営ｼｽﾃﾑ構築・運用計画】

2022年 2023年 2024年

必須項目 内　容 担　当 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
・EA21活動組織や認証・登録の対象 事務局
 範囲を明確にし資料を作成

・作成及び見直し 社長

・環境負荷の自己ﾁｪｯｸ 事務局
・環境への取組自己ﾁｪｯｸ

・見直し（最新化） 事務局

・中期（3年）目標の策定及び見直し 社長
・年度活動計画の作成及び見直し 事務局
・役割及び分担 社長

・一般研修 社長
・専門研修

・外部情報受付及び記録（随時）

・内部ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（定期的）

［1］CO₂排出量削減

　　（購入電力・化石燃料）

［2］廃棄物削減

　　（ﾘﾆｭｰｱﾙ時のﾘｻｲｸﾙ率向上）

［3］水使用量削減

［4］際利用可能部品の引取りと化学

　　物質の適正な管理

［5］環境に優しい設備の導入（随時）

・緊急事態の想定の準備、見直し 事務局
・対応策の定期訓練実施

・文書の整理 事務局
・記録の整理 事務局
・環境目標、活動計画実施状況

・法規制遵守状況

・全体取組みの状況評価、 社長
　見直し、指示

・ﾚﾎﾟｰﾄ作成及び公表 事務局

8

№
取組の対象組織・活
動の明確化1

3
環境負荷・取組状況
の　　　把握及び評価

実施体制の構築

教育訓練の実施

4

5

6

7

中京耐酸工業株式会社
2022年10月

環境上の緊急事態へ
の準備及び対応10

12

計画
（Plan）

EA21 環 境 経 営 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

環境関連法規等の
取りまとめ

環境目標及び活動計
画の策定

取組状況の確認及び
問題の是正（内部監
査）

実施及び運用

2
環境方針の策定

11

9

実施
（Do）

環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

環境関連文書・記録
の　　作成・管理確認・評価

（Check）

代表者による全体評
価と見直し

環境活動ﾚﾎﾟｰﾄ作成
公表

審査
（登録・中間・更新）

13

14

15

全体評価・
見直し
（Action）

―1２―


